















































者であった。1952 年 3 月刊行の『民族学研究』















“The General Research on the Ainu” and Cultural Anthropology in Postwar Japan  

















































































































カシイキ リ 、フチイキ リ ともに「特異なもの
で、unilateral な親族構成であるといっても、














































へ）辿られる系譜＝エカシイキ リ （ekasi ikir）
を基礎とした集合体としてのコタン（kotan）
をその担い手とするものであるとされた。また





イト ク パ、同じウ プ ソ ロ を持つ女たちをシネウ
プ ソ ロ と表現する。つまり、イト ク パが父系の
系統を示すものであったのに対し、ウ プ ソ ロ は
母系の女子（つまり祖母から母、母から娘へ）に







































































































































チョン族踏査報告」（『民族学研究』3 巻 1 号、























































系の血縁者がイト ク パを、母系の血縁者がウ プ
ソ ロ を同じくすること、そして男は母親と同じ








は 10 時 40 分から 15 時 20 分まで待たされ 16
時には駅に行って急行に乗ったとあるので、打
ち合わせはごく短時間であったようだ。途中青



































































　翌 30 日から 6 月 1 日までの 3 日間、泉は二
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